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要   約 

 

小学校の児童が算数を学ぶ上で，算数科にかかわる数学言語（算数語彙）について，どの程度正確に理解してい

るかについて調査した。調査分野は，小学校下学年，「数と計算」の領域について算数教科書に登場する算数の用

語・記号とそれらを規定する言語も含めて算数語彙とした。１つの算数語彙に対して５問の選択肢を用意して児童

に選択させる問題（語彙テスト）を開発した。調査問題は，予備調査（175 名）に基づき本調査（975 名）を実施

した。その結果，算数語彙に対して理解度の低い問題が見つかった。例えば，1 年生の語彙「３人に２まいずつ」

の正答率は 66.9％，2年生の語彙「４この２つぶん」の正答率は 18.1％，3年生の語彙「3人に分ける」の正答率

は59.4％，語彙「はした」の正答率は52.9%であった。 

 

Keywords：算数語彙，語彙テスト，算数語彙の理解度 

 
 

１ はじめに 

現在，算数科における言語力の育成が今日的な課題

とされている。数学は言語で思考し，表現される。そ

の言語の元として語彙があると考える。 

(1)研究の意図と目的 

本研究の目的は，小学校の児童が算数を学ぶ上で，

算数科にかかわる数学言語（算数語彙）について，ど

の程度正確に理解しているかについて調査し，まとめ

ることである。 

具体的には，①算数語彙の選出，選択肢の作成を含

めた語彙テスト問題の開発，②予備調査から本調査の

実施と結果の分析をすることである。 

 ここで，本論文において語彙について定義しておく。

一般には，語彙とは，「ある言語で用いられる語の全

体」の意味をもつ。したがって，算数を指導する上で

は，算数科特有の言語がある。普通は，算数用語と呼

ばれる。例えば，たし算，かけ算，平行四辺形などが

挙げられる。ただし，これらの用語は日常の言語によ

って規定される。例えば，「あわせる」，「いくつ

分」，「分ける」などである。これらの語彙の理解が

もとになって児童が算数の概念を形成することになる。

そこで，算数の教科書に登場する算数用語を規定して 

 

 

いる言語も含めて算数語彙とした。 

(2)先行研究  

国語科において語彙研究・語彙指導の研究は，平井

（1961），甲斐(1982,2011)，井上（2001）らによっ

てこれまでなされてきた。総括すると，国語教科書に

おける語彙表の作成，児童の作文による語彙調査の分

析，語彙指導について体系的に位置づけられている。

算数・数学科の分野での語彙の研究は，主に調査研究

である。 

教科書における数学語彙について調査したものには，

藤方（1958），須山・新保・馬場（1978），須山(19 

78,1980），須山・新保（1981，1985），渡部（2000，

2001,2002,2003,2004），岡田(2002),志水（2007）が

ある。 

藤方は，小中学校の教科書における数学語彙の調査

をしている。藤方は「そこで使用される用語の範囲は

主として執筆者の良識ないし教育上の経験的直観に頼

るのみで」（p35）と言う指摘は今日でも当てはまる

と考える。 

須山・新保・馬場(1978),須山(1980)の調査の特徴は，

初等数学系を基礎，代数，幾何，情報の４分野から考
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察し，しかも国語，社会，算数，理科という４教科の

教科書を調査して分類していることにある。須山・新

保(1981)の研究は，算数１教科にしぼった語彙調査で

あり，低学年の語彙からみて高学年の語彙の使用度に

ついて調べている。須山・新保(1985)の研究は中学校

数学教科書の語彙について出現回数などについて調べ

ている。 

渡部の研究の特徴は，小中高の学校にわたって数学

語彙を調査したところにある。ただし，分析はあまり

ない。藤方，渡辺の調査研究は，語彙表の作成に留ま

り，全体及び細部にわたる分析はあまりない。 

岡田は，日本語教育の観点から算数授業中の教師の

言葉を調査しており，日本語能力試験出題基準の語彙

表との対照表を作成している。４級相当がポイントで

あるとまとめている。 

志水(2007)の語彙の整理では，算数の授業を進める

上で必要な語彙を算数教科書から取材した。その結果

約 1900 語を整理し，『教科書における算数言葉集』

を発刊した。そこでは，数学語彙の学年別整理，各学

年の単元別整理まで行い，教師にとって実用性の高い

ものとなっている。 

次に，ＮＰＯ法人・教育テスト研究センター

（CRET）と志水と共同で(2007-2008)，算数・数学

科における「語彙テストの研究開発」を行い，小学校

５年生 1026 名，中学校２年生 981 名を対象に語彙テ

ストを実施した。語彙テストの方法については，阿部

大輔・志水廣・星千枝（2008）が数学教育学会で論文

発表した。調査結果については，「小学校算数，中学

校数学 活用問題・語彙問題実査報告書」(2008)にま

とめられている。その後，志水は 2009から2012にか

けて，授業研究を通して数学語彙の指導モデルを開発

した。 

(3)研究方法 

 研究方法は，語彙テストの調査分析である。すなわ

ち，語彙テストを作成して，小学校の児童に予備調査， 

本調査を実施して，結果を分析することにより，低学

年児童の語彙の理解度の問題点を洗い出すことにある。 

 

２．本年度の研究の概要 

2007 年から 2008 年にかけて実施したＣＲＥＴによ

る 2008 年版語彙テストは，小学校５年生のみの対象

であった。この語彙テストでは，「まわりの長さ」な

ど理解が不十分な語彙があることがわかった。 

今回は改めて小学校での語彙テストの開発と調査を

スタートした。本研究は 2013 年度の科研費に採択さ

れたものである。 

2013 版語彙テストの特徴は，①小学校の全学年に

亘って語彙テストを実施すること，②「数と計算」の

領域に絞って実施することの２点である。このことに

より，児童の数学語彙の理解度について焦点化して研

究を進めることができると考えた。 

特に，2013年度では下学年（１年－３年）の語 

彙に対する調査を実施した。2014 年度は上学年（４

年－６年）の調査予定である。本論文では，下学年の

結果について報告する。 

(1)調査の目的 

 調査の目的は，「数と計算」の領域において下学 

年の児童の算数語彙の理解度を明らかにすること 

である。 

(2)調査概要 

① 調査テーマ 

「数と計算領域において下学年児童の算数語彙の

理解度について」 

② 調査方法  学校通しの調査票による自記式調査

（テスト） 

③調査時期  予備調査  2013年7月 

       本調査   2013年10月～11月 

④調査対象  予備調査     １７５名  

本調査      ９７５名 

⑤調査内容  語彙の理解の実態を測定する問題 

 

３．研究の内容 

(1)予備テスト実施に向けて 

① 語彙の選定 

 本調査では，語彙の選定のためのリソースとして教

科書を使用した。さらに，志水（2007）を用いて，小

学校の教科書からの語彙リストを得た。 

「算数・数学科のつまずきの原因となる用語」「学

習上重要な用語」を基準とし，筆者が主催する指導研

究会の参加者（小学校教諭・元小学校教諭・大学院

生）７名による選出のもと，４９語の選定が行われた。

その後，出題語数の制約を考え，数そのものの理解の

ために必要な語彙と加減乗除の四則演算の理解のため

に必要な語彙に焦点をあて，最終的に２４語（のべ３

２語）をもって出題語彙とした。 

② 選択肢の作成 

本調査では，すべての語彙問題について５つの選択

肢を提示する形式（5 肢選択形式）をとっている。す

なわち，正答を表す 1つの選択肢の他に，４つの誤答

選択肢を提示している。選択肢の作成においては，次

の点に留意した。 

■選択肢の程度は，正誤いずれのものも意味の理解が

容易なこと 

■１つの問題の中で，選択肢のすべての難易度をでき

るだけ揃えること 

■誤答選択肢について，児童の誤った理解によって選

びうるものであること 

■できるだけ字数を少なくし，読み取りに時間をとら

せないこと 

■１つの問題の中で，選択肢の字数をできるだけそろ
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えること 

特に，誤答選択肢については，出題語彙の誤った理

解として考えられる概念をもとに作成した。 

③ 選択肢の種類 

2007 年から 2008 年にかけて実施した前回の語彙テ

ストにおける問題は，大きく２つの種類に分けられて

いた。１つは，語彙の定義を問うものであり，もう１

つは語彙の使い方を問うものであった。 

今回の調査は，教科書に立脚した，指導に結びつけ

ることを意図した調査であり，さらに小学校の時点で

定義を厳密に述べている語彙が限られていることを考

慮し，次の２つの種類で問題を作成した。１つ目は，

ａ文脈に沿った語彙の使い方を通じて語彙の意味を問

うもので，２つ目は，ｂ語彙の言い換えを通じて語彙

の意味を問うものであり，間接的に語彙に対する理解

を測る問題である。また，語彙の使い方を問うにあた

って，若干の思考・計算を必要とする問題を含めた。

これらについては，出題学年において，大きな負担と

ならない思考・計算であると判断しうるものに限られ

るよう問題の作成を工夫し，検討・吟味を行った。 

 第２学年の問題番号６である。 

 算数語彙としては，「２こずつ」の「ずつ」につい

て問う問題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この語彙「ずつ」の意味を問う問題は，ｂ語彙の

言い換えを通じて語彙の意味を問うものとして作成

した。 

④ 予備調査問題の実施について 

第１学年から第３学年までの算数語彙について，数

そのものの理解のために必要な語彙と加減乗除の四則

演算の理解のために必要な語彙を教科書から選定した。

予備テストのために選定した語彙と問題（選択肢）の 

種類と，調査結果は右の表１の通りである。 

 実際の調査は以下のように行った。 

・ 調査方法  学校通しての調査票による自記式調

査（テスト） 

・ 調査時期  2013年7月 

・ 調査対象 

該当学校  愛知県 X小学校 

実施学年  第２学年，第３学年，第４学 

年（ただし，調査語彙は，それぞれ前学年までに

履修した語彙とする） 

・ 実施人数  第２学年47名， 

第３学年 54名， 

第４学年 74名  

・ 実施時間  約 20分間 

・ 実施方法  本研究グループのメンバーが実施学

級で予備テストを実施する。 

・ 調査内容  語彙力を測定する問題 

問題数 10問ないし11問 

⑤分析のための観点 

予備テストにおける正答率は，表１のとおりであっ

た。表１について分析するため次のような観点を取り

入れた。 

全国学力・学習状況調査の正答率の閾値は８０％と

７０％なので，次のように３つに分類した。 

・正答率 ８０％以上……相当数の児童ができている 

・正答率 ８０％未満で７０％以上……少し課題があ

る。 

・正答率 ７０％未満……課題がある 

正答率が７０％未満については，★印を正答率の前

につけた。 

 

  表１  予備調査の語彙と調査結果 

学年と設問

番号 

語彙 

問

題

の

種

類

ab 

問題ごと，学年ごと

の正答率 

１

年 

２

年 

３

年 

１年 

(％） 

２年

(％

） 

３年 

(％） 

①   あわせて a 97.8   

②   ふえると a 97.8   

③   みんなで a 97.8   

④   ぜんぶで a 97.8   

⑤   ～と… a 97.8   

⑥   のこり a 70.2   

⑦ 1 1 ちがい a 91.5 88.9 97.3 

⑧ 2 2 

～のほう

が…おお

い 

b 80.8 92.6 98.6 

⑨   ～まで b 93.6   

６ 「３人に１人２こずつあげる」をあらわすのは 

どれでしょう。 

ア～オの中から正しいものを１つえらんで（  ）の

中に○をつけましょう。 

ア(  ） １人に２こあげて，もう１人にも２こ 

あげます。 

イ(    )   １人に２こあげて，もう１人に３こ 

あげます。 

ウ (  )   ３人に２こだけあげます。 

エ (   )   ３人に５こだけあげます。 

オ (  )   １人に２こ，もう１人に２こ，さらにもう 

１人に２こあげます。 
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11  

～より…

多い 
b  94.4  

  
5 

～より…

大きい 
a   81.1 

  
7 分ける a   

★

62.2 

  8 10倍 a   91.9 

  
9 

56208 は

どんな数 

a 

 
  85.1 

  10 １目もり a   85.1 

  
11 はした a   

★

29.7 

 

⑥ 予備調査の結果の分析 

 予備調査の結果，次のような事が明らかになった。 

［第１学年の分析］ 

第１学年の語彙については，１０問中９問が正答率

８０％以上なので，相当数の児童ができているといえ

る。正答率７０％台の問題が１問あり，問題番号⑥で

「のこり」の意味を問うものであった。正答率７０％

以下のものはなかった。 

［第２学年の分析］ 

第２学年の語彙については，１０問中６問が正答率

８０％以上なので，これらの問題は相当数の児童がで

きているといえる。正答率７０％台の問題は３問あり，

問題番号 5 で「～をあつめた数」，7「およそ」，8

「くり上げる」という語彙であった。正答率７０％未

満の問題は，問題番号 6「ずつ（かけ算）」，問題番

号 9「～の…ぶん」の２問であった。どちらもかけ算

に関係する語彙で，特に，9の方は 22.2％でかなり低

い数値であった。 

［第３学年の分析］ 

第３学年の語彙については，１０問中８問が正答率

８０％以上なので，これらの問題は相当数の児童がで

きていると言える。正答率７０％台の問題は３問あり，

問題番号 3「～の…ぶん」，問題番号 7「分ける」，

問題番号 11「はした」の３問であった。 

⑦予備調査から本調査へ 

予備テストの結果を分析し，削除，追加，問題文の

変更などを行って本テスト問題を作成した。 

△本テストでは削除した語彙 

 第１学年 △ みんなで，△ …まで 

第２学年 △ ３５はどんな数 

第３学年 △ ちがい，△ ～のほうが…おおい 

削除した理由としては，いずれの問題も正答率が９０％を超

えており，改めて調査する必要はないと考えたからである。 

◎本テストで新たに加えた語彙 

第１学年 ◎ １０が５つ，◎ のこり                        

第２学年 ◎ １０が５つ                        

第３学年 ◎ １０が５つ，◎ １０をあつめた数 

追加した理由としては，数構成に関する語彙をいける必要が

あると考えたからである。         

＊問題文を変更して実施する語彙 

 第１学年 ＊ のこり 

 

(2)本調査の実施 

① 本調査の実施の概要 

・該当学校  愛知県Ａ小学校，京都府Ｂ小学校， 

福岡県Ｃ小学校，Ｄ小学校 

・実施学年  第２学年，第３学年，第４学年 

・該当学年  第１学年の語彙（実施：第２学年） 

第２学年の語彙（実施：第３学年） 

第３学年の語彙（実施：第４学年） 

・実施人数  第２学年 302人，第３学年 330人， 

第４学年 343人 

・実施時期  平成 25年10月から 12月 

・実施時間  約 20分間  

・調査方法  語彙テスト実施のためのガイドライン 

を作成し，当該校の教師によって本テストを実施 

した。 

・調査問題数 各学年とも，10問ないし 11問。 

② 語彙の分類 

本テストでは，分析結果をわかりやすくするために

調査する語彙について，次のような分類（表２）を行 

⑩   
ずつ・た

し算 
b 83.0 

  

 
6  

ずつ・か

け算 
b  

★

68.5 

 

 
 6 

ずつ・わ

り算 
ａ   

81.1 

 

 
3  

３５はど

んな数 
b  94.4 

 

 4  （  ） ａ  87.0  

 
5  

～を…あ

つめた数 
b  74.1 

 

 7  およそ ａ  72.2  

 
8  

くり上げ

る 
ａ  76.6 

 

 
9 3 

～の…ぶ

ん 
b  

★ 

22.2 

★ 

33.8 

 
10  ～の…倍 b  81.5 

 

 
 4 あまり ａ   

 

94.6 
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        表２  分類表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．本テスト（語彙テスト）の結果の分析 

(1) 語彙テストの学年別結果一覧 

 本テストで調査した語彙について，「学年」，「語彙」，

「設問の概要」，「問題の種類」，「語彙の分類」を一覧

表にして下記に示した。問題（選択肢）の種類につい

ては，a 文脈に沿った語彙の使い方を問うものを

「使い方を問う」と記載し，b 語彙の言い換えを通

じて語彙の意味を問うものを「意味を問う」と記載し

た。 

語彙テストの設問番号，設問の概要，出題の趣旨，

分類，正答率を学年ごとに示したのが下記の表である。

正答率が７０％未満については，正答率の数値の前に

★印を記載する。注目する必要のある語彙である。 

  表３ １年の問題の調査結果 

設

問

番

号 

設問の概要 出題の趣旨 

問

題

の

種

類 

分 

類 

正答率 

（％） 

1 

３個ある，５

個もらうとあ

わせて何個か 

語彙「あわせる

と（あわせ

て）」を理解す

ることができる 

a B１ 

98.7 

2 

5人いる，２

人ふえると何

人か 

語彙「ふえる

と」を理解する

ことができる 

a B１ 

98.0 

3 

７人いる，３

人帰ると残り

は何人か 

語彙「帰る・の

こりは」を理解

することができ

る 

a B１ 

96.4 

4 

３個食べ，５

個食べる全部

で何個食べた

か 

語彙「ぜんぶ

で」を理解する

ことができる 

a B１ 

94.7 

5 
２と３でいく

つか 

語彙「２と３

で」を理解する

ことができる 

a B１ 

97.0 

6 

色紙１５枚あ

る，５枚使う

と残りは何枚

か 

語彙「使う・の

こりは」を理解

することができ

る 

a B１ 

96.0 

7 

４個と６個

のちがいは

何個か 

語彙「ちがい

は」を理解す

ることができ

る 

a B1 

83.1 

8 

「赤８本，

白２本」正

しいのはど

れか 

語彙「～のほ

うが，…おお

い」を理解す

ることができ

る 

b B1 

80.5 

9 

「１０が５

つで□」正

しいのはど

れか 

語彙「１０が

５つで」を理

解することが

できる 

a  A1 

82.5 

1

0 

「３人に２

枚ずつ」正

しいのはど

れか 

語彙「３人に

２まいずつ」

を理解するこ

とができる 

b 
 

B2 

   

★66.9 

 

(2) 1年生の語彙テストの結果の全般的分析 

・１０問のうち，正答率が８０％以上のものは，９

問あり，問題番号は 1番から９番までであった。整数

の加減（合併，増加，求残の問題）について相当数の

児童ができていると言える。 

・正答率が７０％以上，８０％未満のものは，０問

である。 

・正答率７０％未満のものは 1問で，問題番号及び

語彙は，10番の語彙「3人に２まいずつ」の理解につ

いて課題があると言える。 

 

    表４ ２年の問題の調査結果 

■(３年生実施）  

設

問

番

号 

設問の概要 出題の趣旨 

問

題

の

種

類 

分類 正答率 

1 

４個と６個の

ちがいは何個

か 

語彙「ちが

いは」を理

解すること

ができる 

a B１ 88.3 

 

 

2 

 

 

「赤８本，白

２本」正しい

のはどれか 

語彙「～の

ほうが…お

おい」を理

解すること

ができる 

b B１ 89.2 

A整数 C小数 E分数 

１数の仕組み 

２表現 

３その他 

１数の仕組み 

２表現 

３その他 

１数の仕組み 

２表現 

３その他 

B整数の演算 D小数の演算 F分数の演算 

１加減 

２乗除 

３その他 

１加減 

２乗除 

３その他 

１加減 

 ２乗除 

 ３その他 
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3 

「１０が５つ

で□」正しい

のはどれか 

語彙「１０

が５つで」

を理解する

ことができ

る 

a A１ 88.0 

4 

１７＋（６＋

４）の計算順

序をあらわす

のはどれか 

語彙

「（  ）

」を理解す

ることがで

きる 

b B３ 83.1 

5 

１０を５個集

めた数をあら

わすのはどれ

か 

語彙「１０

を５こあつ

めた数」を

理解するこ

とができる 

b 

 

A１ 

（B2） 
79.5 

6 

「３人に１人

２個ずつ」正

しいのはどれ

か 

語彙「３人

に１人２こ

ずつ」を理

解すること

ができる 

b B２ ★69.0 

7 
２９８円はお

よそいくらか 

語彙「およ

そ」を理解

することが

できる 

a A３ ★62.3 

8 

１０の位に１

繰り上げるを

あらわすのは

どれか 

語彙「１０

の位に１く

り上げる」

を理解する

ことができ

る 

a B３ 76.2 

9 

４個の２つ分

をあらわすの

はどれか 

語彙「４こ

の２つぶ

ん」を理解

することが

できる 

b B２ ★18.1 

1

0 

２ｃｍの５倍

をあらわすの

はどれか 

語彙「２ｃ

ｍの５ば

い」を理解

することが

できる 

b B２ 72.6 

1

1 

「猫３匹，

犬，猫より２

匹多い」の猫

と犬の数で正

しいのはどれ

か  

語彙「～よ

り…多くい

ます」を理

解すること

ができる 

b B１ 8 2 . 2 

 

(3) ２年生の語彙テストの結果の全般的分析 

・１１問のうち，正答率が８０％以上のものは５問で

あった。問題番号は，８問あり，1番，2番，3番，4

番，１１番である。 

・正答率が７０％以上８０％未満の問題は３問である。

問題番号と語彙は，５番「１０を５こあつめた数」，

８番「１０の位に１くり上げる」，１０番「２㎝の５

ばい」である。これらの問題の語彙の理解については，

少し課題があると言える。 

・正答率７０％未満のものは３問で，6番の語彙「3

人に１人２個ずつ」，7番の語彙「およそ」，９番の

語彙「４この２つぶん」の理解については課題がある

と言える。特に，9番の「４この２つぶん」について

は，１８．１％であり特に注意すべき語彙であるとい

うことが言える。 

      表５ ３年の問題の調査結果 

■ ４年生実施  

設

問 

番

号 

設問の概要 出題の趣旨 

問

題

の

種

類 

分類 
正答

率 

1 

1.6や1.66の

「はした」の

使い方で正し

いのはどれか 

語彙「はし

た」を理解す

ることができ

る 

a C3 
★

52.9 

2 

「１０が５つ

で□」正しい

のはどれか。 

語彙「１０が

５つ」を理解

することがで

きる 

a A１ 91.8 

3 

４個の２つぶ

んをあらわす

のはどれか 

語彙「４この

２つぶん」を

理解すること

ができる 

b B２ 
★

20.5 

4 

16÷５＝３あ

まり１ 

「あまり」の

使い方で正し

いのはどれか 

語彙「あま

り」を理解す

ることができ

る 

a B２ 91.8 

5 

「～より…大

きい」の使い

方で正しいの

はどれか 

語彙「～より

…大きい」を

理解すること

ができる 

a B１ 75.1 

6 

「３個ずつ分

ける」正しい

のはどれか 

 

  

語彙「３こず

つ分ける」を

理解すること

ができる 

  

a B２ 78.4 

7 
「３人に分け

る」の使い方

語彙「３人に

分ける」を理
a B２ 

★

59.4 
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で正しいのは

どれか 

解することが

できる 

8 

「１０倍した

数」の使い方

で正しいのは

どれか 

語彙「10倍し

た数」を理解

することがで

きる 

a 

  

A１      

（B2

） 

91.8 

9 

「56208」

は，どんな数

か，について

正しいのはど

れか 

語彙「56208」

を理解するこ

とができる 

b A１ 85.1 

10 

図で「１目も

り」の大きさ

で正しいのは

どれか 

語彙「1目も

り」を理解す

ることができ

る 

b A１ 83.9 

11 

１０を5個集

めた数をあら

わすのはどれ

か 

語彙「１０を

５こあつめた

数」を理解す

ることができ

る 

b  

A１  

（B2

） 

79.5 

 

③ ３年生の語彙テストの結果の全般的分析 

・１１問のうち，正答率が８０％以上のものは，５問

である。問題番号は，2番，4番，８番，９番，１０

番である。これらの問題は，相当数の児童が理解でき

ていると言える。 

・正答率が７０％以上，８０％未満のものは，３問あ

る。問題番号及び語彙は，5 番「～より大きい」，６

番「３こずつ分ける」，１１番「１０を５こあつめた

数」である。これらの問題の語彙の理解については，

少し課題があると言える。 

・正答率７０％未満のものは３問である。問題番号及

び語彙は，１番の語彙「はした」，３番の語彙「４こ

の２つぶん」，７番の語彙「３人に分ける」であり，

課題があると言える。特に低いのは３番の語彙「４こ

のいくつぶん」であり２０．５％は２年生の同じ問題

の１８．１％と比較してもあまり変化はなく，要注意

である。 

⑤全般的な分析  

語彙テストを通して，正答率が７０％未満は，整数

の乗除に関連するものが多いことがわかった。７０％

未満の語彙は，のべ７個あったが，その内の 5個が乗

除である。 

整数の乗除に関わる「ずつ」「○個の□つ分」「分

ける」という語彙について，十分に理解されていない

ことがわかった。 

 

５．研究の成果と今後の課題 

成果としては，2007 年から 2008 年にかけて実施し

た前回の語彙テストは，小学校５年生のみの対象であ

ったのに対して，「数と計算」の分野だけではあるが，

１，２，３年生の語彙についての語彙テスト問題を開

発し，調査を実施できたことは，大きな成果であると

考える。 

 算数語彙の理解に課題があるのが明らかになった。

１年１０番「３人に２まいずつ」，２年の６番「３人

に２こずつ」，７番「およそ」，９番「４個の２つぶ

ん」，３年の１番「はした」，「４個の２つぶん」，

７番「３人に分ける」であった。  

語彙テストを実施して，加減に関わる語彙はよく理

解されているが，乗除に関わる語彙は，理解が不十分

であることが分かった。なお，この調査問題に関して

語彙の選択肢について選択肢の文字数については分量

について多い少ないによる原因によるのではないかと 

意見が出されると思う。この意見に対しては，「同一

問題の選択肢間では，字数をそろえる」という配慮を

したのであるが，「意味を問う問題」では語彙の言い

換えが必要になる上に，乗除場面の言い換えをしよう

とすると，第２学年の問題番号６の選択肢「オ」のよ

うに「１人に２こ，もう１人に２こ，さらにもう１人

に２こあげます。」のようにどうしても文字数が多く

なってしまったためである。 

2013 年版語彙調査の結果から言えることは，整数

の乗除に関わる語彙の理解が不十分なまま，上学年に

なって，小数や分数を学習する子が多くいるというこ

とになる。 

今後の課題としては，今回は，語彙テストの結果と

して正答率のみの報告となったが，選択肢の様相もで

ており，その様相もまとめる必要がある。また，各学

年における似た語彙についても比較してまとめる必要

がある。 

今後，４，５，６年の教科書に出てくる「数と計

算」の領域も語彙についての理解度を調べるための問

題を開発し，調査をし，分析をしていきたい。併せて，

下学年で学習した語彙の定着の実態についても調べて

いきたい。 
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